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研究成果の概要（和文）：2016年から2019年における日本のデング熱症例の輸入リスクは100万入国あたり6.5で
あった。蔓延地域の報告数との相関は、フィリピンが最も大きく3週間の遅れで最大、次いでシンガポールで6週
間の遅れで最大だった。ブラジル連邦直轄区とは明らかな相関を認めなかった。パンデミック後の報告率比は2.
0倍(95％CI: 0.9-3.8)、報告率差は100万到着あたり6.4 (－2.0-14.8)であった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to quantitatively evaluate the importation risk of
 dengue fever in Japan and assess its correlation with the epidemic situation in endemic areas, as 
well as the impact of the COVID-19 pandemic. The importation risk of dengue fever cases in Japan 
from 2016 to 2019 was 6.5 per one million arrivals. The cross-correlation function with the reported
 cases in endemic areas showed the Philippines to have the highest correlation, peaking at a lag of 
three weeks. Singapore had the next highest correlation, peaking at a lag of six weeks. No 
significant correlation was found for the Federal District of Brazil. After the onset of the 
pandemic, the rate ratio of reported cases was 2.0 (95% CI: 0.9-3.8), and the rate difference was 6.
4 per one million arrivals (－2.0-14.8).
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究結果より、新型コロナウイルス感染症のパンデミック以前においては、特に東南アジア地域における流行状
況が日本の輸入デング症例の推移に大きく影響していたことが示唆された。これは渡航者数と地域の流行状況に
よって規定されていると考えられる。パンデミック以降は報告数の減少が見られたが、到着あたり報告数につい
ては明らかな変化はなかった。このことから2022年後半以降の国際的な人の移動の再活性化に伴って、輸入デン
グ症例の増加が予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
2014 年にわが国は約 70年ぶりとなる国内でのデング熱アウトブレイクを経験した。国内には媒
介蚊であるヒトスジシマカが生息しているため、インバウンドの増加に伴い輸入症例が増える
ことで、今後も国内感染事例が発生する可能性は十分にある。本研究は、当初の計画では、東京
オリンピック・パラリンピック大会に備えて、①都市部における人口学的、環境学的なデング熱
リスク因子を特定し、②デング熱リスクマップを作製することで、③アウトブレイク時に行うデ
ングワクチン接種戦略の方法論を確立することを目的としていた。そしてそのためにデング熱
高蔓延地域であるベトナム中南部のニャチャン市で、対象コホートを複数設定しデング熱症例
のデータを収集する計画であった。 
 
しかし 2020 年 1月からの新型コロナウイルス感染症の流行拡大に伴い、海外渡航が困難な状況
となった。このことからベトナムで計画していたコホート研究の遂行が不可能となった。また検
疫の強化により輸入症例の数が激減した。さらに 2020 年に開催予定であった東京オリンピック・
パラリンピック大会は、2021 年に無観客で開催された。このことから当初の研究計画を大幅に
見直し、国内において海外からの輸入症例の発生リスクを定量的に評価すること、新型コロナウ
イルス感染症のパンデミックがデング熱を含む輸入感染症に及ぼした影響を検討することを主
眼とすることにした。 
 
２．研究の目的 
（１）日本におけるデング熱の輸入リスクを定量的に評価し、流行地における流行状況との相関
を定量的に検討すること 
 
（２）新型コロナウイルス感染症のパンデミックがデング熱を含む輸入感染症の報告に及ぼし
た影響を定量的に評価すること 
 
３．研究の方法 
（１）対象期間は新型コロナウイルス感染症のパンデミック以前の 2016 年から 2019 年までと
した。感染症法に基づく感染症発生動向調査によって収集され、国立感染症研究所の年報として
公開されているデング熱の週別報告数を集計した。またデング熱の蔓延地域であるフィリピン、
シンガポール、ブラジル連邦直轄区のそれぞれについて、各国保健省が提供するオープンデータ
からデング熱の週別報告数を集計した。また法務省出入国在留管理庁の出入国者数のデータを
用いた。100 万入国あたりのデング熱報告数（本分析ではすべて輸入症例とみなす）の推移と蔓
延地域の報告数との相互相関関数を算出した。 
 
（２）デング熱を含む 15 の輸入感染症症例の報告数を感染症発生動向調査の集計データを用い
て集計した。対象期間は 2016 年 4月から 2023 年 3月までとし、パンデミック以前の期間（2016
年 4月-2020 年 3月）とパンデミック期間（2020 年 4月-2021 年 3 月）のそれぞれについて、到
着者数あたり症例数の報告率比と報告率差を算出した。 
 
４．研究成果 
（１）2016 年から 2019 年における
日本のデング熱症例の輸入リスク
は平均で 100 万入国あたり 6.5 で
あった。2016 年後半に報告数の目
立った増加が見られ、2017 年後半、
2019 年後半にも増加が見られた。
図は週別の到着あたり輸入症例
数、フィリピン、シンガポール、ブ
ラジル連邦直轄区における報告数
を示す。対象の 3 カ国において
2019 年に顕著な報告数の増加が見
られた。これは 2019-20 年に東南
アジア、南アジア、ラテンアメリカ
で見られたデング熱のエピデミッ
クを反映したものと考えられる。 
 
100 万入国あたりのデング熱報告数の推移と蔓延地域の報告数との相互相関関数は、フィリピン
が最も大きく 3週間のラグで最大となった。次いでシンガポールが大きく、6週間のラグで最大
であった。一方、ブラジル連邦直轄区については明らかな相互相関を認めなかった。 



 
国立感染症研究所のまとめ（「日本
の輸入デング熱症例の動向につい
て」）によると 2019 年に報告され
たデング熱の 461 例のうち推定感
染地として最も多かったのがフィ
リピンで 87 例、次いでタイ 52 例、
ベトナム 51 例であった。南米はブ
ラジル 2 例、ペルー1例であった。
本研究においても東南アジアの流
行状況が数週間の遅れで我が国に
おける輸入例の増減と相関してい
る一方で、ブラジルの流行状況と
の相関は確認されなかった。 
 
（２）輸入感染症症例の報告数の
推移を新型コロナウイルス感染症
のパンデミックの前後で比較した。研究対象期間とした 2016 年 4 月から 2023 年 3 月には、合
計 3524 件の輸入感染症症例が診断された。そのうち 3439 件はパンデミック期間前であり、85
件はパンデミック期間中だった。疾病分布は変化したが、すべての 15 の疾患の報告数はパンデ
ミック期間中に減少した。しかし、到着者数を考慮すると、7つの疾患で 2倍以上の増加が見ら
れ、アメーバ症（100 万到着当たり 60.1; 95%CI, 41.5-78.7）、マラリア（100 万到着当たり 21.7; 
10.5-33.0）、チフス熱（100 万到着当たり 9.3; 1.9-16.8）の到着数あたりの絶対的な増加が顕
著であった。デング熱についてはパンデミック期間前後の100万到着あたり報告数は6.5と 12.9
であり、報告率比は 2.0 倍(0.9-3.8)、報告率差は 100 万到着あたり 6.4 (−2.0-14.8)であった。 
 
新型コロナウイルス感染症のパンデミックが始まって以後、国際的な人の移動が制限されたこ
とに伴って、輸入感染症の疾病構造が変化したことが確認された。輸入感染症の症例数は減少し
たが、公衆衛生および臨床的に重要ないくつかの疾患に関して、到着数あたりの症例数が相対的
にも絶対的にも大きく増加した。 
 
以上の（１）（２）の研究成果より、新型コロナウイルス感染症のパンデミック以前においては、
特に東南アジア地域における流行状況が日本の輸入デング症例の推移に大きく影響していたこ
とが示唆された。これは渡航者数と地域の流行状況によって規定されていると考えられる。パン
デミック以降は報告数の減少が見られたが、到着あたり報告数については明らかな変化はなか
った。このことから 2022 年後半以降の国際的な人の移動の再活性化に伴って、輸入デング症例
の増加が予想される。 
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